
確 定 版

コロナ禍に対応し、魅力ある学校にするための４つの取組・２５の戦略（※は今年度の指導の重点）

◆目の前の子どもを大切にする取組◆
① 子どもの主体性に配慮した教育活動の実施

（フェスタ、学びの発表会、あいさつ運動等）

② スタートカリキュラムの円滑な実施と充実 ※

③ メリハリ、動と静を大切にした教育活動の展開

④ 感謝の心、差別・偏見を許さない心を育む道徳

教育・人権教育の推進

⑤ 自らの命を守る防災教育、安全教育の重視

◆家庭、地域と連携する取組◆
㉑ 学校と家庭、地域をつなぐ合言葉「聴く」「ほ
める」「つなげる」の共通実践

㉒ 自己マネジメント力を育む家庭学習の充実 ※
㉓ 幼保小中連携の取り組みの充実
（小浜地区幼保小中連携推進協議会の実施）

㉔ 家庭、学校、関係機関が連携した読書の推進
（図書ボランティア、岩代図書館との連携）
（「心の読書通帳」「家読」の実施）

㉕ ふるさとへの誇りとなりたい自分を思い描く教
育活動の推進 ※

◆子どもの心と体を守り、鍛える取組◆
⑬ 検温等の徹底と定期的な消毒の実施

⑭ 新しい生活様式に根ざした指導の確立

⑮ アウトメディアデー及び早寝早起朝ご飯の推進

⑯ 肥満傾向児の指導等、保健指導の充実 ※

⑰ 教育相談・ケース会議の充実

⑱ 心を育む縦割り清掃活動の充実

⑲ いじめの積極的な認知とその解消

⑳ 目標をもって体を鍛える体育的活動の整備

◆学びの保障・充実のための取組◆
⑥ 「聴く」「ほめる」「つなげる」の重視

⑦ 自ら考え、表現する態度の育成に向けた取組

⑧ 授業のねらいの焦点化と活動の重点化

⑨ 振り返り、まとめ、習熟・適用の時間の確保

⑩ のびのびタイム（習熟の時間）の位置付け ※

⑪ 電子黒板、タブレット端末の効果的活用

⑫ 個別の支援を要する児童、気になる児童への

きめ細やかな指導 ※


